
〔文化庁〕 

 

文化財建造物等を活用した地域活性化事業 

 

１． 創設年度：平成 25年度 

２． 平成 29年度予算額：4.44億円 

３． 事業概要 

重要文化財（建造物）、登録有形文化財（建造物）及び重要伝統的建造物

群保存地区に関する保存活用計画の策定や、公開活用に資する設備整備、

耐震対策等に対する補助を行う。これらの事業を推進することにより、地

域文化の振興を図るとともに魅力ある地域づくりを推進する。〈補助〉 

 

４． 選定理由：イ（長期的又は継続的に取り組んでいる事業等） 

事業開始から 4年が経過していること、執行率が低調な年度があること

から、執行方法、事業スキーム等の改善の余地が大きいと考えられるため。 

【執行率（執行額／当初予算額）】 

H25：94％ 

H26：88％ 

H27：61％ 

 

５． 想定される論点 

・執行率が低い年度があるが、その要因等をきちんと把握しているか。ま

た、効果的・効率的な執行に向けどのように取組んでいるか。 

・事業の成果をどのように把握し、事業のスキーム等の見直しを行ってい

るか。 

・アウトカム・アウトプットは適切に設定されているか。 

 

※成果指標（平成 28年度） 

本事業で整備した施設のうち、公開に供した割合 



H28年度事業番号 0364

文化庁

政策

政策目標 12

施策 ※平成２８年度事前分析表より転記

施策目標 12-2

施策の概要

達成目標１

達成目標２

事業 ※平成２８年度レビューシートより転記

事業名

事業の目的

事業概要

本事業の成果
と上位施策と
の関係

政策評価においては、文化財の適切な保存に配慮しつつ、積極的な公開・活用を行い、広く国民が文化財に親しむ機会の充実を図ることとしている。
本事業においては、保存活用計画の策定や、公開活用に資する設備整備、耐震対策等に支援し、公開活用を推進することで、広く国民が文化財に親し
む機会の充実を図っている。

アウトプット 補助事業実施件数

政策・施策・事業整理票

文化による心豊かな社会の実現

本事業で整備した施設のうち、公開に供した割合

文化財建造物等を活用した地域活性化事業

本事業は、国及び地域の「たから」である重要文化財（建造物）、登録有形文化財（建造物）及び重要伝統的建造物群保存地区の施設の充実を図り、文
化の振興並びに魅力ある地域づくりに資するため、公開活用を推進することを目的とする。また、重要文化財（建造物）の壁や屋根等の外観及び公開
範囲の仕上げに関わる部位を、健全で美しい状態に回復する取組に対して支援を行うことで、観光資源の魅力向上に資する。

本事業は、文化振興を図るとともに魅力ある地域づくりに資することを目的として、所有者や都道府県・市区町村等が、国及び地域の「たから」である地域
の重要文化財（建造物）及び登録有形文化財（建造物）、重要伝統的建造物群保存地区の保存活用計画の策定や、公開活用に資する設備整備、耐震
対策等に支援し、公開活用を推進する(補助率：原則50％)。また、重要文化財（建造物）所有者等が土壁の塗り直しや屋根の差し茅等の外観及び公開
範囲の仕上げに関わる部位を健全で美しい状態に回復する取組に対して支援を行う（補助率：50％）。

概要 優れた芸術文化の振興を図るとともに、我が国固有の伝統文化を継承・発展させることにより、文化による心豊かな社会を実現する。

施策の概要及び達成目標のどこを達成しようとしているのか分かるよう、該当部分を下線・太字で表記する。

アウトカム

達成目標のうち、当該事業が具体的にどの達成目標にあたるのか分かるよう、該当部分を灰色に塗りつぶす。

文化財の保存及び活用の充実

貴重な国民的財産である文化財を適切に保存し、次世代へ継承するとともに、積極的な公開・活用を通じて、広く国民が文化財に親しみ、その価値へ
の理解を深めるようにする。

価値が十分認識されないまま失われつつある近代の文化財など、保存が必要な文化財の状況を適切に把握し、その結果に基づき重要な文化財につい
て積極的に指定等を行う。

文化財の適切な保存に配慮しつつ、積極的な公開・活用を行い、広く国民が文化財に親しむ機会の充実を図る

施策の達成目標と当該事業の目的・事業概要の関連を整理し、また当該事業の成果と上位施策との関係を明確にする。

当該事業の目的・概要・アウトカム・アウトプットのうち、どこが特に関連しているか分かるよう、該当部分を下線・太字で表記する。

定量的な成果目標 本事業で整備した施設をすべて公開に供する

成果指標



（ ）

観光立国、地方創生

計

国宝重要文化財等保存整備費補助金

29年度要求 主な増減理由

25年度

25年度 26年度 27年度 28年度活動見込

56 68 55 -

154

年度

100

100

文化芸術の振興に関する基本的な方針（第4次基本方針）
（平成27年5月22日閣議決定）

25年度 26年度 27年度
目標最終年度

100 100

100

100 100

100

100 -

100

-

-

670 534

関係する計画、
通知等

達成度

中間目標

30

　 0364

年度-

-

-

-

歳出予算目

534

平
成
2
8
・
2
9
年
度
予
算
内
訳

（
単
位
：
百
万
円

）

計算式 百万円/件

4

898百万円
/56件

26年度

単位

110 110 35

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標

％

平成２８年度行政事業レビューシート 文部科学省

執行額

576 1,101 1,155 769 534

969 709

執行率（％） 94% 88% 61%

平成２５年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし

主要経費

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

　本事業は、国及び地域の「たから」である重要文化財（建造物）、登録有形文化財（建造物）及び重要伝統的建造物群保存地区の施設の充実を図り、文化
の振興並びに魅力ある地域づくりに資するため、公開活用を推進することを目的とする。また、重要文化財（建造物）の壁や屋根等の外観及び公開範囲の仕
上げに関わる部位を、健全で美しい状態に回復する取組に対して支援を行うことで、観光資源の魅力向上に資する。

前年度から繰越し - 354

成果実績

目標値

成果指標 単位

％

28年度当初予算

807百万円
/55件

1,124百万
円/68件

▲ 770

99

補正予算

百万円

1,100

単位

（支出済額＋翌年繰越額）÷交付決定件数

単位当たり
コスト

予算額・
執行額

（単位:百万円）

26年度 27年度

154

544

予備費等

29年度要求

予算
の状
況

当初予算

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

　本事業は、文化振興を図るとともに魅力ある地域づくりに資することを目的として、所有者や都道府県・市区町村等が、国及び地域の「たから」である地域の
重要文化財（建造物）及び登録有形文化財（建造物）、重要伝統的建造物群保存地区の保存活用計画の策定や、公開活用に資する設備整備、耐震対策等
に支援し、公開活用を推進する(補助率：原則50％)。また、重要文化財（建造物）所有者等が土壁の塗り直しや屋根の差し茅等の外観及び公開範囲の仕上げ
に関わる部位を健全で美しい状態に回復する取組に対して支援を行う（補助率：50％）。

-

1,700

- ▲ 443

▲ 99

本事業で整備した施設のう
ち、公開に供した割合

25年度

事業番号

文化財建造物等を活用した地域活性化事業 担当部局庁 文化庁 作成責任者

事業開始年度

補助

担当課室 参事官(建造物担当)
参事官(建造物担当)
熊本　達哉

事業名

会計区分

28年度

-

翌年度へ繰越し ▲ 354

計

その他の事項経費

▲ 154

1,344

本事業で整備した施設をす
べて公開に供する

実施方法

％

一部メニューの別事業化による予算額の縮減

件
補助事業実施件数

670百万円／154件

28年度活動見込

16 17 15

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
文化財保護法　第1条

主要政策・施策

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

670 534

活動指標

活動実績

27年度

単位当たり
コスト

算出根拠

当初見込み

件

一般会計

670
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価
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済
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政
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ョ
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価

、
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済
・
財
政
再
生
ア
ク
シ
ョ
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・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係

-

目標値 - - - - - -

達成度 ％ - - - - -

K
P
I

(

第
二
階
層

）

ＫＰＩ
（第二階層）

単位
計画開始時

27年度 28年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 - 年度 - 年度

-

成果実績 - - - - -

測
定
指
標 目標年度

年度 32 年度

実績値 人 142,430

施策 12-2　文化財の保存及び活用の充実

政策 12　文化による心豊かな社会の実現

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度

-

2,000,000

年度
定量的指標 25年度

中間目標 目標年度

-

本事業の成果と上位施策・測定指標との関係

政策評価においては、文化財の適切な保存に配慮しつつ、積極的な公開・活用を行い、広く国民が文化財に親しむ機会の充実を図ることとしている。
本事業においては、保存活用計画の策定や、公開活用に資する設備整備、耐震対策等に支援し、公開活用を推進することで、広く国民が文化財に
親しむ機会の充実を図っている。

-

32

改革
項目

分野： - -

26年度 27年度

243,682

ＫＰＩ
（第一階層）

-

1,444,444 -

-

達成度 ％ -

単位

-

文化庁が主催する文化財関連展覧会の来場者数

文化遺産オンラインへの訪問回数

実績値 回 1,323,566 1,455,890 1,604,616 - -

目標値 回 1,222,222 1,333,333

-

-

年度 年度

- -成果実績

中間目標

-

- -

年度

143,766 -

目標値 人

K
P
I

(

第
一
階
層

）
- -

本事業の成果と改革項目・KPIとの関係

- - -

単位
-

計画開始時
27年度 28年度

112,500 125,000 137,500 -

年度

中間目標

-

-

目標値

200,000

目標最終年度

-



事業所管部局による点検・改善

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

評価に関する説明

補助対象事業については、全都道府県から事業計画聴取を
行い、事業の緊急性・有効性を勘案して決定している。
本事業の補助率は原則５０％であり、補助対象経費につい
ては、事業の要項で厳格に定めている。

国
費
投
入
の
必
要

性

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

事業の実施体制が整わず事業実施に至らなかったこと等に
より、当初の見込みを下回ったため。

受益者との負担関係は妥当であるか。

事
業
内
容
の

一
部
改
善

点
検
・
改
善
結

果

補助対象事業については、全都道府県から事業計画聴取を
行い、事業の緊急性・有効性を勘案して決定している。

370

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○ 同上

○

○

無

○

一般競争入札、総合評価入札又は随意契約（企画競争）による支出のうち、
一者応札又は一者応募となったものはないか。

競争性のない随意契約となったものはないか。

所管府省・部局名

同上

１．事業評価の観点：本事業は、文化振興及び魅力ある地域づくりに資することを目的とし、都道府県・市区町村が、地域の重要文化財及び登録
有形文化財等を支援し、公開活用を推進するものであり、予算執行状況の観点から検証を行った。

２．所見：本事業は平成２７年度決算において不用額が生じていることからその要因を分析した上で、予算執行の実績を平成２９年度概算要求に
おいて適切に反映すべきである。

備考

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

行政事業レビュー推進チームの所見

・重要文化財等建造物の公開及び活用のための施設整備
等を実施し、施設の充実を図った結果、国民に対し広く公開
し、活用されている。
・実績報告書の精査を行うとともに、整備された施設、成果
物の活用状況の現地確認、会計処理などの実地検査等を
行い、より適正に補助金が執行されるよう努めている。

事業番号
関
連
事
業

地域の核となる美術館・歴史博物館支
援事業

○

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。

本事業は、重要文化財（建造物）等を活用して地域活性化を
図る事業に対し補助するものである。
類似事業は、他の文化遺産（美術館・歴史博物館、史跡等）
を活用して地域活性化を図る事業であり、補助対象は明確
に区分されているため、事業内容が重複することはない。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果
的あるいは低コストで実施できているか。

○資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

同上

同上

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

無

縮
減

○

外部有識者による点検対象外

　平成27年度事業における不用額については、入札差金や実施体制が整わず事業実施に至らなかったこと等によって生じたものであり、同事業
における積算の見直しなどにより、平成29年度概算要求に▲135百万円を反映した。

事
業
の
効
率
性

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

○整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

365
371
372

地域の特性を活かした史跡等総合活用
支援推進事業
歴史活き活き！史跡等総合活用整備事
業
地域の特色ある埋蔵文化財活用事業

文化庁文化財部記念物課

点検結果

外部有識者の所見

改善の
方向性

今後も、事業計画聴取や事業の実態調査を実施することで、今後の需要を適切に把握するとともに、申請内容、積算等について精査、実績報
告書の確認のほか、実施された取組や整備された施設、成果物の活用状況の現地確認、会計処理などの実地検査等を行い、より適正に補助
金が執行されるよう努めたい。

・文化芸術の振興に関する基本的な方針（第4次基本方針）の重点戦略において、文化財の積極的な公開・活用が挙げられており、その施策
の実現に沿った事業の実施となっている。
・事業計画聴取の実施や補助対象事業について、要項で厳格に定めることで、効率的に事業が実施されている。

事業名

○

同上

○

同上

○

補助対象経費については、事業要項で厳格に定めている。
また、補助対象事業については、全都道府県から事業計画
聴取を行い、事業の緊急性・有効性を勘案して決定してい
る。

○

評　価項　　目

地域の「たから」である国指定等文化財の公開に係る施設の
充実を図り、広く公開することで、文化振興を図るとともに魅
力ある地域づくりに貢献している。

文化庁文化財部美術学芸課

○

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

同上

同上

○



※平成27年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

平成22年度

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

390

平成24年度

平成27年度平成25年度 平成26年度

関連する過去のレビューシートの事業番号

386新25-0036

平成23年度

文化庁

７０９百万円

Ａ．
都道府県
全３３機関

７０９百万円

【支出委任】

Ｂ．
所有者、管理団体等

全５９機関
７０９百万円

【補助】

所有者等が実施する国指定等文化財の公
開活用整備等に必要な経費を支出

所有者等が実施する国指定等文化財の公
開活用整備等に対する補助

国指定等文化財の公開活用整備等を実施



支出先上位１０者リスト
A.

B

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

支出委任

支出委任

支出委任

支出委任

支出委任

支出委任

支出委任

支出委任

支出委任

支出委任

34

22

79

42

39

21

20

19

7000020340006

1000020440001

2000020350001

-

-

- - -

-

- -

法　人　番　号

4000020030007

5000020150002

8000020280003

2000020170003

8000020370002

1000020320005

入札者数
（応募者

数）
落札率契約方式

-

- -

-

-

-

21

4000020420000 174

支　出　額
（百万円）

支　出　先 業　務　概　要

6

7

4

5

佐世保市 5000020422029
旧佐世保無線電信所（針尾
送信所）施設無線塔（３基）
ほか２棟

21 - - -

10

8

9

金沢市 4000020172014
金沢市東山ひがし・主計
町・卯辰山麓・寺町台伝統
的建造物群保存地区

18 - - -

大田市 1000020322059
大田市大森銀山・温泉津伝
統的建造物群保存地区

20 - - -

3

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

佐世保市 5000020422029
佐世保市民文化ホール（旧
海軍佐世保鎮守府凱旋記
念館）

112 - -

- - -

佐渡市 9000020152242
佐渡市宿根木伝統的建造
物群保存地区

26 - - -

2

-

釜石市 8000020032115 旧釜石鉱山事務所 43

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙２】に記載

-

-

-

- -

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

10

- -

2

3

9

6

1

- -

-

- -

8

7

5 - -

- -

4

計 174 計 112

費　目 使　途
金　額

(百万円）

174

B.佐世保市

事業費支出委任

費　目

佐世保市民文化ホール（旧海軍佐世保鎮守
府凱旋記念館）の公開活用整備

使　途

事業費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

金　額
(百万円）

A.長崎県

112

豊岡市 7000020282090

萩市 2000020352047
萩市佐々並市伝統的建造
物群保存地区

19 - - -

豊岡市出石伝統的建造物
群保存地区

18 - - -

法　人　番　号 業　務　概　要
契約額

（百万円）
契約方式

入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（契約額10億円以上）

1

神埼市 5000020412104
福成歯科医院（旧古賀銀行
神埼支店）

16 - - -

契　約　先
ﾌﾞﾛｯｸ
名

-

川越市 4000020112011
川越市川越伝統的建造物
群保存地区

17 - - -

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙３】に記載

長崎県

岩手県

新潟県

兵庫県

石川県

香川県

島根県

広島県

大分県

山口県

チェック

チェック



文化財建造物等を活用した地域活性化事業
（ 28年度予算額 ６７０百万円)
29年度予定額 ４４４百万円

国宝・重要文化財建造物等を対象として、①来訪者の文化財建造物に対する理解を促進するため、文化財を分かりやすく
解説する説明板や情報機器の設置、②来訪者の知的好奇心を満たし、快適で安全な、展示、便益、管理のための施設・設備
の整備等、各々の創意工夫に基づく特色ある活用の取組を支援し、文化財を観光資源として開花させ、地域の活性化を図る。

●東御市海野宿伝統的建造物群保存地区 滞在型交流施設Une Noix

登録有形文化財（建造物）
常陸太田市郷土資料館（梅津会館）

• 平成26年11月再OPEN
• 地域の女性のワークシェアリングに
よる運営

• 多様なイベントの開催

○来訪者の満足度の向上

楽しめる展示施設

トイレ等の便益施設

管理施設・設備 等

施設設備の充実

平成26年7月OPEN宿泊予約はほぼ満室

○文化財の更なる活用

観光資源としての開花

地域の活性化
○来訪者、リピーターの増加 ○地域住民の連携強化 ○保存・継承への理解の促進

解説の多言語化

わかりやすい解説

情報機器の充実 等

文化財の理解促進

重要文化財（建造物）
旧出津救助院（長崎県）
案内板の設置による解説

重要文化財（建造物） 旧下野煉化製造会社煉瓦窯（栃木県）
案内板の設置による解説



１２－２「文化財の保存及び活用の充実」の施策マップ

施策の実施理由 活動内容 効果

近代の建造物は多様
かつ大量である一方、
老朽化、都市の再開
発、産業構造の変化
に伴い、取壊しや改
変の危機にあるため、
早急に保存措置を講
じる必要がある。

目標

国民が文化財を理解
し、親しむ機会の充実
を図るため、文化財
の特性や保存に配慮
しつつ、文化財の魅
力が国民に伝わるよ
う、文化財の公開・活
用を積極的に推進す

る。

文化財登録制度を活用し、
近代をはじめとした文化財
の登録を進め、文化財保護
の裾野の拡大を図る。

近代以降に建てられた建造
物について、適切な保護を
図るため、その価値を把握

する。

文化財を公開・活用するた
めの取組を支援する。

文化財の積極的な海外への
発信

【文化財建造物の登録の促進】

重要文化財に指定さ
れていない近現代の
建造物であっても登
録有形文化財として
保存・活用がなされる。

国民の文化財に対す
る理解を深める。

地域振興・産業振興・
観光振興

価値が十分認識され
ないまま失われつつ
ある近代の文化財な
ど、保存が必要な文
化財の状況を適切に
把握し、その結果に
基づき重要な文化財
について積極的に指
定等を行う。

【近現代建造物緊急重点
調査事業】

【文化財建造物等を活用した地域活性化事業】
【鑑賞・体験機会等充実のための事業推進】

【鑑賞・体験機会等充実のための事業推進】

文化財の適切な保存
に配慮しつつ、積極
的な公開・活用を行
い、広く国民が文化
財に親しむ機会の充
実を図る。

貴重な国民的財産であ
る文化財を適切に保存
し、次世代へ継承する
とともに、積極的な公
開・活用を通じて、広く
国民が文化財に親しみ、
その価値への理解を深
めるようにする。
































